
楽し、たのし！進む、すすむ！励む、はげむ！ 

われらの弦巻中学校 

学校だより発行日 令和６年 １１月２５日 

第７号  世田谷区立弦巻中学校長 加藤ユカ 

『ホップ ステップ Let’s sing a song  It’s 唱 time』の向こうに            加藤 ユカ 

今年度の学芸発表会が無事に終了しました。その中でも合唱コンクールは、各クラスが切磋

琢磨して実行委員の皆さんを中心に、指揮者・伴奏者をはじめ、夏休み前から頑張ってきた取

組です。最後の２週間の特別時程での合唱練習で、日に日に変わっていくクラス合唱を経て、

当日の合唱の素晴らしさ、美しさにつながったのだと思います。クラス合唱では、いつも I 組

がトップバッターを飾ります。トップバッターにふさわしい、I 組らしい個性あふれる歌声に

みんなが元気づけられ、１年生の発表が続きます。１年生にとっては中学校生活スタートの合

唱コンクールです。声変わりしそうで、していない１年生男子の声や柔らかな子供らしい声が

響いていました。１年生の課題曲は２・３年生は経験している曲なので、１年生が歌っている

時に口ずさんでいる人もいたそうです。２年生の課題曲は、今年新曲です。「時の旅人」が定番でしたが、今年は

「予感」という曲に初挑戦。私は、はじめて聞いた曲ですが、とても２年生の今の雰囲気にあった曲だなと思い

ました。クラス合唱もどのクラスも完璧に仕上げてきました。２年生の底力を見た気がします。２学期からは、

３年生に代わって学校のリーダーを担っていく２年生。受け継ぐ３年生を安心させるそんな２年生の合唱でした。 

そして、３年生はいつも以上に気合の入った「大地讃頌」。力強さ、優しさ、声の響きが半端なかったです。３

年生の全員合唱は「圧巻」でした。２年生の合唱が素晴らしかったのに背中を押されたかのように、本当に素晴

らしい３年生。体育館にいる人みんなの心わしづかみです。１年生は、びっくりして思わず振り向いて聞きいっ

ていました。次のクラス合唱も、実行委員からの楽曲紹介は３年生ならでは、ユーモアを交えながらの紹介でし

た。もちろん合唱も最高です。どのクラスが優勝してもおかしくないくらいの出来映えでした。歌っている自分

たちも気持ちが良かったのではないでしょうか。まさに、『人を感動させる』合唱でした。これも、みんなが優勝

目指して頑張ってきた成果ですね。「競い合う」から「高め合う」「響き合う」合唱コンクールとなりました。一人

一人が『お互いを認め合う』『尊敬しあう』心があったからだと思います。最後は、いつも通り吹奏楽部の楽しく、

心温まる演奏でした。 

今年度も「優しさいっぱい弦巻中」の学芸発表会が創り上げられ、舞台の部＆展示の部も大盛況に終わりまし

た。あらためて、実行委員の皆さん、準備・運営・片付け等本当にありがとうございました。合唱コンクールで

は、指揮者・伴奏者、パートリーダーの皆さん、めくりプロ係や黒板アートを書いてくれた人、プログラムの表

紙絵作成、美しいハーモニー、合唱を創り上げてくれた弦中生のみなさんに感謝です。本当にありがとうござい

ます。展示の部・舞台発表の部が合わせて、学芸発表会が開催でき、たくさんの保護者の皆様にもご参観・ご鑑

賞いただけたこと感謝の気持ちでいっぱいです。終わった後「感動した！」「素晴らしかった！」などの言葉をい

ただきました。実行委員の先生方を中心に、学校・生徒・保護者「チーム弦巻」の成果の証です。 

保護者の皆様、学芸発表会へのご参観、また、合唱コンクールでは、リハーサル・当日たくさんのご鑑賞ありが

とうございます。体育館の収容人数の関係で、本公演は入れ替え制にさせていただきました。ご協力本当にあり

がとうございます。今年度も合唱コンクールBlu-rayディスクを発売します。他学年の合唱につきましては、Blu-

ray デスクでご鑑賞できるようにしています。生徒の歌っている表情や学年合唱は、子どもたちの表情を正面か

ら見ることができます。申し込みはすでに締め切られていますが、追加購入もできますので、ぜひ、ご購入の上、

ご鑑賞ください。二度も三度も楽しむことができます。（追加購入は、副校長までお問い合わせください。） 

 

最後に、合唱コンクールを終えて、学芸発表会の実行委員の先生方の言葉、合唱コンクール実行委員長の３年

B組亀岡未来さんの言葉を紹介します。 

学芸発表会を終えて            実行委員長 ３年B組 亀岡未来 

学芸発表会実行委員実行委員長の亀岡です。 合唱コンからの定期テストも終わり、今年も終わりに近づいてき

ました。私は３年間、実行委員として、合唱コンに関わってきていま した。また、実行委員一同は、朝早くから

準備をしたり、クラスを優勝に導くために練習内容を考えたりしてきました。その中で私が一番感じたことは、

行事などで一生懸命、自分を曝け出す、ということは中学校生活で経験するべきだということです。皆さん全員

ができていないということでは決してありません。コロナ禍を経験してしまった世代として難しいところもある

と思います。ですが、私は日々の学校生活を見る中で、弦中生はもっとできると信じていたのです。そして迎え

た当日、３年生は本番だけでなく、練習などでも、後輩たちに大きく、頼もしい背中を見せられたと感じました。

２年生は、この行事に おいて最も難しい、心を通い合わせ、ピッタリ重なるように練習し、歌うということがで



きたと思います。来年、素晴らしい３年生になるための良い足がかりになったと思いました。１年生は、初めて

の合唱コンでしたが、「がんばろう！」 っていう気持ちや「勝ちたい！」っていう気持ちがとても伝わってきて、

来年から後輩がきても安心だなと思いました。私たち３年生は後少しで卒業ですが、これから、より、行事へと

一生懸命やれる弦中生が一人でも増えることを願っています。 今回の合唱コン、私にとってはとても勉強になっ

たし、一生残るであろう思い出が作れ、最高の一日になりました。練習期間も当日も、弦巻中学校の生徒の思い

が一人でも欠けていたら 失敗になっていたかもしれません。合唱コンに関わってくれた方々はもちろん、演奏を

聞いてくれた全ての人に感謝したいです。ありがとうございました。 

最後に、実行委員長として、自分の発言をはじめ、委員長としていたらないことがあったと思いますが、皆さ

んに助けていただきながら、大役を終えることができて、本当に感謝しています。本当にありがとうございまし

た。 

令和６年度学芸発表会を終えて      学発実行委員長 宮崎 景子先生 

以前と同じように学芸発表会が開催することができました。舞台の部でも展示の部でも、先輩の姿や作品を見

て「かっこいい」と素直に言う後輩たちの姿が印象的でした。保護者の方から「学年リハーサルと本番を見に来

たことで子どもたちの成長を肌で感じることが出来た」という感想をいただき、教員としても一番大変ながらも

楽しい瞬間を共有することができ嬉しく思います。行事だけでなく、日々の生活でも共に子どもたちの成長を支

えていきたいと思いますのでこれからもよろしくお願いします。 

合唱コンクール講評         舞台発表の部委員長 中谷 美月先生 

合唱コンクールが終わり早２週間が経ちますが、今もなお、みなさんの歌声が耳に残っています。みなさんの

素晴らしい合唱を振り返りつつ、各学年の演奏について述べたいと思います。 

はじめに、Ｉ組の演奏では澄んだ歌声が体育館中に響き渡り、「夢を捨てないで、愛を捨てないで」という力強

い歌詞が聴いている人たちの背中を押してくれました。1 年生は初めての合唱コンクール、何もわからずに挑ん

できたと思いますが、はつらつとしていて、歌詞に込められたメッセージが伝わってくるような演奏でした。2年

生は、特にクラスごとに違う自由曲の特徴をよく捉えた合唱で、どのクラスも1番活気のある演奏を聴かせてく

れました。そして3年生、他学年とは空気が変わったのを感じ、迫力に満ちた演奏でした。最後の合唱コンクー

ル、緊張がこちらにも伝わってくるような演奏でしたが、その緊張感と本気で表現しようとする気持ちが唯一無

二の演奏を作り上げてくれました。 

さて、7月から3か月間、とても長い期間練習に取り組んできました。本番での演奏を終えて、本番の演奏は

一瞬で終わってしまったという感覚を抱いた人もいたと思います。これだけ長い期間練習してきたにも関わらず

本番は一瞬で終わってしまいますね。音楽は瞬間芸術とも言います。瞬間芸術とは、美術作品のようにそこにあ

り続けるものではなく、その時その瞬間に表されたものがただちに消滅する芸術のことを指します。みなさんの

合唱やその中の一音一音は、次の瞬間には消えてしまう儚いものです。本番の演奏は、たとえ同じステージでも

う一度歌ったとしても同じように再現することは二度とできません。だからこそ、本番の1回限りの演奏は尊い

ものであり、全力で挑んだ演奏を聴かせてくれたみなさんに胸がいっぱいです。 

 

さて、コロナ感染症が流行して、

５年が経ちました。もちろん、他の

感染症等の対応もとりつつ、やっと

コロナのことを考えなくてすむ行事

ができるようになりました。実行委

員長の亀岡君は、１年生のころから

実行委員を積み上げてきて、３年生

で実行委員長となり、合唱コンクー

ルにかけるなみなみならぬ思いが

あったのでしょう。実行委員長とし

ての自覚と責任の中で、より弦中の

合唱を盛り上げたい、生徒一人一人

にとって、最高の思い出にしたいという強い思いは弦中生全員に伝わっていると思います。 

最後に、この行事を通して考えてほしいことは、行事で一生懸命取り組むこと、精一杯、全力で頑張ることの

大切さとともに、自分が発信する言葉の価値、言葉の力についてです。ＳＮＳが身近な社会、君たちがこのネッ

ト社会で生きていく限り、良くも悪くもネットで使われる言葉はこれからどんどん生まれてくると思います。そ

の言葉をどう使うかは、私たち自身にかかっていると思います。一人一人が、今回のことを自分事として考え、

使い方、使う場面、必ず、向こうに人がいること…常に考えながら、発信していくことが大切なことです。 



I 組河口湖連合移動教室         担当 高根 祐衣子先生 

１０/２（水）～１０/４（金）に行われました河口湖連合移動

教室にあたりまして、ご協力いただきありがとうございました。

最終日だけ、雨に降られましたが、常に明るく元気に過ごし、

様々な場面で子供たちの成長を感じた 3日間になりました。 

1 日目の河口湖フィールドセンターでは自分で選択した花の

キーホルダー・バードコールを作成し、それぞれ個性あふれる作品になりました。夜

の交流会では、学校紹介と一生懸命練習した「校歌ダンス」を披露しました。一番上手にできました。 

2 日目は富士世界遺産センターと忍野八海、野鳥の森公園に行き、富士山の歴史や自然に親しみ東京では味わ

えない経験をしました。3 日目には子供たちが一番楽しみにしていた富士サファリパークでした。雨で歩いての

散策はできませんでしたが、バスで動物たちを見学し、お土産を買ったり、おやつを食べたりしました。楽しい

ひと時を過ごすことができました。生徒とともに充実した 3日間を過ごすことができました。 

校舎改築について（令和６年度から令和７年度） 

今年度、新校舎の基本設計が出来上がり、校舎改築に向けて、体育館棟・クラブハウス棟の改修が６月にはじ

まりました。生徒・保護者の皆様には、大変ご不便をかけていることと思います。いよいよ仮校舎の建設がはじ

まります。仮校舎は、今の校舎の対面、弦巻通側に２階建ての校舎が建設される予定です。１２月になると、建

設中の生徒の安全確保と騒音の防止のために、『囲い』ができます。校庭が、今よりだいぶ狭くなります。（とは

いっても、今の松丘小学校と弦巻小学校の校庭より少し広いです。）校庭がせまくなるので、部活動や昼休みの校

庭遊びの時に、お互いにけがをしないように気を配る必要がでてきます。今以上に「優しさいっぱい弦巻中」の

精神で生活していきましょう。 

 

 令和６年 １２月：仮校舎建設開始 

 令和７年  ７月：仮校舎完成   

夏休み：仮設校舎へ引っ越し 

  ２学期：仮設校舎での授業開始 ９月～校舎解体工事開始 

令和８年 ４・５月頃～；校舎建設工事開始、外構・校庭整備工事等 

     夏休み：体育館の床の張替え（７月～９月か１０月 使用不可） 

令和９年 ７月２０日：新校舎完成 

     夏休み：新校舎へ引っ越し予定 ９月～仮校舎解体 校庭整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜改築に伴う教育活動＞ 

○令和６年度１２月から『仮校舎建設中』使用できる校庭が現在の約半分です。 

                              （上図参照） 

⇒体育の授業は、そのまま学校で行います。 

⇒部活動は、現状維持です。校庭の３つの部活（サッカー部・野球部・陸上部）   

については、十分に気を付けて、安全に練習をしてください。 

サッカーや野球の練習試合等は、できなくなります。 

⇒令和７年度の体育大会については、校庭で行う予定ですが、それ以降は検討中。 

○仮校舎建設中の『騒音』については、校庭に仮囲い（『仕切り』）も設置されます。 

○体育館は原則使用できるので、入学式や卒業式、学芸発表会は、今まで通り、学校で実施する予定です。 

＜仮校舎について＞ 

○２階建てです。１階：通常学級（１学年分）とI組の教室、保健室 ２階：職員室と通常学級（２学年分） 

○特別教室（理科室・技術室・美術室・音楽室等）は、体育館１階とクラブハウス棟になります。 

 

弦巻中学校・弦巻小学校・松丘小学校の校庭

弦巻中学校 弦巻小学校 松丘小学校

令和６年４月～令和６年１１月頃（現況）

令和９年７月中旬完成予定 

仮校舎 



☆☆ 生徒表彰 ☆☆ 

◇「税についての作文」コンクール 

 ・淺内 湧一朗 世田谷区長賞   ・小貫 結衣  世田谷法人会 会長賞 

 ・堀田 彩音 松田 咲心  世田谷納税貯蓄組合連合会 優秀賞 

◇「税の標語」コンクール  

・林 千夏 世田谷都税事務所長賞「電子化で 納税楽々 未来志向」  

◇第３９回日本クラブユースサッカー選手権Ｕ－１５大会 優勝  ・今廣 遥碧（川崎フロンターレ） 

◎水泳部 

◇世田谷区民体育大会水泳大会 

・松本 璃空 男子５０ｍ平泳ぎ１位 ５０ｍバタフライ２位 ・中條 新太 男子５０ｍ自由形３位 

・酒井 翼  男子５０ｍ背泳ぎ２位 男子５０ｍバタフライ３位 

・弦巻中Ａチーム（松本 璃空 山浦 蓮 中條 新太 酒井 翼） 男子２００ｍフリーリレー １位 

◇東京都学年別大会 ・松本 璃空 ３年男子５０ｍ平泳ぎ ４位 

◎陸上競技部 

 ◇世田谷区民大会 ・中村 颯 砲丸投げ ２位 

◇世田谷区中学対抗陸上競技大会 

・淺内 湧一朗 男子２・３年１１０mハードル １位  男子３年１００ｍ ２位 

・江川 颯大 男子共通３０００ｍ ３位  ・濵田 芽玲 女子１年１００ｍ ２位 

◇東京都中学校支部対抗陸上競技選手権大会 

・淺内 湧一朗 男子３年１１０ｍハードル １位 男子共通４×１００ｍリレー 世田谷選抜 ８位 

◇ジュニアオリンピック第５５回U１６陸上競技大会（三重県） ・淺内 湧一朗 男子１１０ｍH第６位 

◎卓球部  ◇世田谷区中学校秋季研修大会 ・竹尾 翼紗  １学年女子の部 優勝 

◎美術部  ◇AZD(アイチ造形デザイン)中学生デザイン・絵画コンテスト2024  ・湯川 寿々 入選 
＜今月・来月の予定＞  
※人権教育の一環として、毎月人権に関わるカレンダーを掲載します。 

１１月の予定  １２月の予定 

１１月 児童虐待防止推進月間  
全国青少年健全育成強調月間 

１日（金）～７日（木）進路面談（３年） 
   ６日（水）世中研（教科部会） 
   ９日（土）優郷の学び舎新入生保護者会 
        生徒会サミット 
  １０日（日）肢体不自由児愛護の日 
  １１日（月）安全指導 合同マラソン大会事前検診（I組） 

  １２日～２５日 女性に対する暴力なくす運動 
１３日（水）世中研（領域部会） 

  １４日（木）～１８日（月）期末考査 
  １４日（木）学校保健委員会 
  １７日（日）弦巻町会避難訓練 
  １８日（月）専門委員会 
   １９日（火）車イスラグビー観戦（２年・I組） 
        中体連研究発表会 
  ２０日（水）生徒会朝礼  世界子どもの日 

２１日（木）落ち葉掃きボランティア 
２２日（金）合同マラソン大会（I組） 
      命の授業（２年） 

学校協議会・学校運営委員会 
２４日（日）英語スピーキングテスト（３年） 
２５日（月）避難訓練 
２５日・２６日 松丘小との落ち葉清掃 
      女性に対する暴力撤廃国際デー 
２５日～１２月１日 性の健康週間 

１２月 １日（日）世界エイズデー 
    世田谷こども駅伝 

音楽座ミュージカル「ホーム」校外鑑賞教室 
    3日（火）国際障害者デー 
    3日～９日 障害者週間 

２日（月）～９日（月）教育相談 
４日～10日 人権週間（10日 人権デー） 
１０日（火）安全指導 
１０日～１６日 北朝鮮人権侵害問題啓発週間 
１１日（水）職員会議 
１３日（金）留学生の話を聞く会（１年） 
      ボロ市事前学習（I組） 

避難訓練 学校関係者評価委員会 

１４日（土）防災講演会 防災訓練（1年・I組） 
避難所運営訓練（TSA） 

１５日（日）英語スピーキングテスト予備日（３年） 

        書初め教室 

１６日（月）ボロ市見学（I組） 
２３日（月）ダンス発表会（３・４H３年 ５・６H２年） 
２４日（火）ダンス発表会（２・３H１年）大掃除 
２５日（水）終業式 
２６日～１月７日 冬季休業日 
7日（火） 成績一覧表委員会 

 １月 ８日（水）始業式 
       

 
＜本校のホームページをご覧ください。http://school.setagaya.ed.jp/ttsuki＞ 
学校日記は携帯電話からもアクセスできます。右のＱＲコードが携帯サイトです。 
携帯サイトは、緊急のご連絡を掲載することもあります。ご利用ください。 
携帯では通信費がかかります。 
今年度も、ＨＰを充実させてまいります。よろしくお願いします 

毎月１０日「あいさつ・声かけの日」 

 

http://school.setagaya.ed.jp/ttsuki

